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報道関係者各位 

2026年 7月 1日(水)に、2026年日本民間放送連盟賞・ラジオ近畿地区審査会が行われ、

朝日放送ラジオ株式会社（以下、ABCラジオ）制作の「3.11想定外が奪った故郷 ～気仙沼市

元危機管理課長の“十字架”」が 202６年日本民間放送連盟賞 ラジオ近畿地区審査会の教養

番組部門で 1位となりました。 

この番組は近畿地区代表として中央審査会へ進み、審査の結果は 9月に発表される予定で

す。 

 

■教養番組部門 

 
【タイトル】3.11想定外が奪った故郷 ～気仙沼市元危機管理課長の“十字架” 

【放送日時】2026年 5月 17日(日)深夜 1時～2時 

【出演】堀江政生（ABCアナウンサー）・佐藤健一（宮城県気仙沼市元危機管理課長） 

【制作関係者】 

プロデューサー：藤井武夫 

ディレクター：西池大樹 

構成作家：姫路まさのり  

 

【番組内容】 

東日本大震災から 15年。震災の記憶の風化が進む一方で、南海トラフ巨大地震など将来の

大規模災害への備えが求められています。 

本番組は、東日本大震災当時、宮城県気仙沼市で危機管理課長を務めていた佐藤健一氏への

取材をもとに、災害への備えや避難のあり方について考える特別番組です。 

 

佐藤氏の体験をもとに制作された朗読劇を原作に、ラジオドラマとして再構成。震災当日の気

仙沼市役所での緊迫した対応や、津波に襲われた街の様子、住民の避難行動などを描き、リス

ナーが当時の状況や被災者の心情を追体験できる内容となっています。 

また、過去の津波被害を教訓に、防災マップの作成や避難訓練など先進的な防災対策に取り

組んできた気仙沼市・杉ノ下地区が、東日本大震災では想定を超える津波に襲われ、多くの犠

牲者を出した経緯も紹介します。防災対策の中心を担っていた佐藤氏が抱き続ける自責の念
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や葛藤について、旧知の間柄である堀江アナウンサーがインタビューし、その思いと当時の状

況を掘り下げます。 

さらに、被災者や遺族への取材を通して、ハザードマップや想定に頼り切ることの危うさ、そし

て次の災害で命を守るために必要な行動とは何かを考えます。東日本大震災の教訓を風化さ

せることなく、「自分ならどう行動するか」を考え、未来の災害への備えにつなげるきっかけと

なる番組です。 

 

放送内容は Spotify、ApplePodcast、Amazon Music、radikoPodcastなど、各種

Podcastでお聴きいただけます。 

https://radiko.jp/podcast/channels/8960600c-81ae-4e0d-926c-

1ac411cf8333?share=1 

 

【日本民間放送連盟賞とは】 

日本民間放送連盟賞は、質の高い番組がより多く制作・放送されることを促すとともに、ＣＭ

制作や技術開発の質的向上と、放送による社会貢献活動等のより一層の発展を図ることを目

的に、民放連が 1953年に創設した賞です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレスリリースに関するお問合せ先】 

朝日放送ラジオ株式会社 コンテンツデザイン部 

髙山 yuko_takayama@asahi.co.jp 

https://radiko.jp/podcast/channels/8960600c-81ae-4e0d-926c-1ac411cf8333?share=1
https://radiko.jp/podcast/channels/8960600c-81ae-4e0d-926c-1ac411cf8333?share=1

